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【抜粋版】交付申請書類 作成用

※ 一定時間、ボタン操作をせずにおくと、セッションタイム
アウトしてしまい、入力した情報が消えてしまう場合があります。
本システムでは、60分以上のタイムアウト時間を設定しています
が、ご利用環境により、更に短い時間でタイムアウトとなる場合
があります。
随時［一時保存］ボタンをクリックして情報を保存してください。
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「研究者ログイン」のログイン
ボタンをクリックしてください。

応募者ログイン画面で、e-RadのIDとパスワードを
入力してログインしてください。
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「交付内定時の手続きを行う」
をクリックしてください。
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この確認事項において、研究代表者と研究分担者が既に研究倫理
教育の受講等を行ったことの確認が行われます。前のページに記載
のとおり、未受講の研究代表者・研究分担者がおられる場合は至急
受講いただきますようお願いいたします。
全ての事項にチェックを入れなければ交付申請書等作成画面に進む
ことはできません。

研究倫理教育について
https://www.ompu.ac.jp/research/omc/compliance/ethics.html

https://www.ompu.ac.jp/research/omc/compliance/ethics.html
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表示された情報に誤りがある場合は、
研究推進課までご連絡ください。
（内線2815）
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直接経費の費目別内訳について、
補助事業に要する経費を該当費目
欄に入力してください。

※各費目欄に該当する経費がない
場合には、必ず「0」を入力して
さい。
※費目は下の区分表に従い入力
してください。

入力後は「再計算」ボタンを　
クリックしてください。

直接経費の当該年度請求額
（a＋b）が300万円未満の
場合は、全額を前期分請求
額に計上し、後期分請求額
には「0」を入力して
ください。

直接経費の当該年度請求額
（a＋b）が300万円以上の
場合は、前期分（a）と
後期分（b）を分けて原則
10万円単位で入力して
ください。

費目区分表
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「役割分担等」欄には、研究
代表者及び研究分担者の役割
分担の内容が具体的に分かる
ように入力し、「実験」や
「分析」等のような単語のみ
の入力はしないでください。
研究分担者がいない場合の
研究代表者の役割は「研究代
表者」「研究全般」等で構い
ません。

「直接経費(研究者別内訳)」
欄には、研究代表者及び各
研究分担者への配分額を円
単位で入力してください。
なお、研究代表者と同じ研究
機関に所属する研究分担者に
ついても、使用する補助金の
額を入力してください。

交付申請書に出力する研究分担者の順番を入れ替えたい場合は
「表示順」欄に「2」以降の任意の順番を指定してください。

研究計画調書に記載されていない者を新たに加える場合には本人の承諾を
得た上で、［追加］をクリックして入力欄を追加し、新たに加える研究
分担者の研究者番号を入力後［検索］をクリックして研究者検索画面から
選択して追加してください。また、「研究分担者を追加する理由」欄に
研究分担者を追加した理由を入力してください。

研究計画調書に記載の研究分担者を外す場合には、本人の承諾を得た上で
［研究分担者を外す］にチェックを入れ、「補助事業期間全体を通じた
役割分担等」欄に研究分担者を外す理由を入力してください。

分担者の追加削除の記載方法および承諾手続きについては「記入例・　　
作成上の注意」を必ずご確認ください。



分担者の追加・削除について （「記入例・作成上の注意」より）

研究分担者を追加する理由や外す理由には、変更が必要となる研究上の理由をできる
限り具体的に記入してください。単に「科研費応募資格を得たため」など、研究遂行上
必要な理由が述べられていないものは不可となります。なお、所属研究機関の変更が
あるものは、変更後の科研費応募資格の有無およびその変更先も可能な限り記入して
ください。

（研究分担者を「削除」する場合の例）
・退職し、科研費応募資格を喪失するため（転出先：○○病院）。
・退職し、科研費応募資格を喪失するため（転出先：なし）。
・○○大学へ転出し、科研費応募資格は有するが、遠方のため連携が困難となるため。

（研究分担者を「追加」する場合の例）
・研究遂行上○○○○○の調査が必要となったため。
・研究分担者から外れる○○○が行う予定だった○○の調査について、代わりに実施
　するため。

【研究分担者の承諾手続きについて】
・研究分担者を研究組織に加える場合、電子申請システムにより研究分担者及び研究
　分担者が所属する研究機関から承諾等を得てください。
・継続して研究分担者となる研究者のうち所属機関が変更となっている研究者の場合、
　「承諾状況」欄が「依頼する」と表示されるので、再度、研究分担者の承諾手続き
　を行ってください。
・継続して研究分担者となる研究者のうち所属機関に変更がない研究者の場合、
　「承諾状況」欄が「本人承諾済」とチェックボックスが未チェックにて表示され
　るので、分担者承諾が既にされていることを確認の上、チェックを入れてください。
・追加する研究者に研究分担者になることを依頼する場合には、「承諾状況」欄の
　「依頼する」にチェックを入れ、一時保存をすることで、登録した研究者に研究
　分担者になることが依頼されます。
　（併せて、研究分担者になることを依頼した研究者に、依頼した旨を必ず連絡し、
　科研費電子申請システムにログインして承諾の手続きをとっていただくよう依頼
　してください。）
・研究分担者及び研究分担者が所属する機関が承諾等を行うと、「承諾状況」欄が
　「分担者承諾」「機関承諾」と表示が変わります。
・「承諾状況」欄が「分担者不承諾」または「機関不承諾」の場合には、当該研究者
　研究者を研究分担者とすることはできませんので、当該欄の「削除」ボタンを押し
　てデータ入力欄を削除してください。
・なお、研究分担者に研究分担者となることを依頼する場合には、必ず以下の内容
　を研究分担者に確認し承諾が得られることを確認した上で、依頼をしてください。
　
　①当該研究課題について、研究計画の遂行に関して研究代表者と協力しつつ、
　　補助事業者として研究遂行責任を分担して研究活動を行う研究分担者となる
　　こと。
　②科研費の補助条件（交付条件）及び以下の(a)(b)(c)を理解し、遵守するととも
　　に研究代表者から分担金の配分を受け科研費を適正に使用すること。
　(a)学術研究に対する国民の負託及び科研費が国民の貴重な税金で賄われている
　　ことを十分認識し、科研費を適正かつ効率的に使用するとともに、研究において
　　不正行為を行わないこと。
　(b)当該研究課題の交付申請前まで（交付決定後においては、研究代表者が日本学術
　　振興会に研究分担者の変更承認申請を行う前まで）に研究倫理教育教材（『科学
　　健全な発展のために－誠実な科学者の心得－』日本学術振興会「科学の健全な
　　の発展のために」編集委員会、研究倫理ｅラーニングコース（e-Learning Course 
　　on Research Ethics [eLCoRE]、APRINJapan e－ラーニングプログラム 
　　(eAPRIN)等）の通読・履修をすること、または、「研究活動における不正行為へ
　　の対応等に関するガイドライン」（平成26年8月26日 文部科学大臣決定）を
　　踏まえ研究機関が実施する研究倫理教育の受講をすること。
　(c)当該研究課題の交付申請前まで（交付決定後においては、研究代表者が日本学術
　　振興会に研究分担者の変更承認申請を行う前まで）に日本学術会議の声明「科学
　　者の行動規範－改訂版－」や、日本学術振興会「科学の健全な発展のために－
　　誠実な科学者の心得－」の内容のうち、研究者が研究遂行上配慮すべき事項に
　　ついて、十分内容を理解し確認すること。
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科研費による研究の内容を分かりやすく社会・国民に提供するという観点から、研究の概
要を国立情報学研究所の科学研究費助成事業データベース（ＫＡＫＥＮ）において公開す
るため、研究期間全体の研究計画の概要について、研究計画調書の記載内容に基づき、200
字程度で簡潔に入力すること（最大300文字、改行は5回まで入力可。）。
入力に当たって、難解な専門用語の使用はできるだけ避けること。もしくは適宜説明を
加えてください。

当該研究課題の研究内容をよく表していると思われる
キーワードを1つ以上5つ以内で入力してください。
なお、化学式、数式等の使用は極力避けてください。

研究計画調書の記載内容に基づき
本研究で何をどこまで明らかに
しようとしているのか具体的に
入力してください（200字～300
字程度。最大400文字、改行は
5回まで入力可。）。

① 補助金の使用予定（購入する
物品及びその購入時期等）を考慮
の上、当該年度内に研究が実施し
得るような研究実施計画をできる
だけ具体的に入力してくだ
さい。（最大1000文字、改行は
10回まで入力可。）

 ② 複数の研究者により実施する
研究計画については、研究計画を
実施する際の各研究者相互の関係
を明確に入力してください。

 ③ 相手方の同意・協力や社会的
コンセンサスを必要とする研究
課題については、相手方の同意
等を得たうえで研究計画を実施
することが分かるように入力して
ください。

 ④ 研究実施計画は、さきに提出
した研究計画調書の研究計画の
内容に基づき作成してください。
なお、研究の目的を変えない範囲
での変更を行うことは差し支え
ありません。
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1品又は1組若しくは1式の価格が50万円以上の物品を
入力してください。（図書・消耗品・設備備品等）



 
 

37 

 
 

  
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 



 
 

38 

 PDF  

 
  

 
 

  
 10

 
 

 
 2.5

 
 



 
 

39 

 
PDF

 

 
 

 
 PDF  

PDF Adobe Reader  
 2.1

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 PDF  
  



 
 

40 

 PDF
 

 
 

 
 PDF

 
 

 
  

「確認完了・送信」ボタンをクリック
すると、研究機関（研究推進課）へ
データが送られます。

日本学術振興会へは研究推進課で内容を
確認した後、研究推進課より送信します。
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「所属研究機関受付中」と表示
されているかをご確認ください。
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